
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立佐伯城南中学校

佐伯城南中学校では、「自己を見つめ、わかりやすく説明する力をもった生徒の育成」をめざし、各教科の特質を踏まえて「授業改善テーマとテーマを達成するための手立て」を
設定するとともに、単元指導計画に基づき説明する場を設定したり、生徒による授業評価アンケートにより取組状況・達成状況等を把握し授業改善に活かしている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆生徒による授業評価に加え、授業改善テーマに係るアンケートを実施し、
保護者からのコメントをもらうなどの外部評価を実施し、実態を把握すると
もに、達成状況・取組状況の確認・検証を行う。

◆週１回の運営委員会においては、養護教諭・事務職員も参加し、専門
的な立場からの意見を加えるとともに、SC、SSW、登校支援員との情報
交換・共有を定期的に実施する。

工夫・ポイント

◆単元や内容のまとまりを見通して、その時間の学習のゴールを明示したリフ
レクションシートを作成・活用したり、授業における振り返りを確実に位置付
けるなどして、生徒の学習に対する自覚を促している。

◆走力・持久力を高めるため、学期ごとに計測を行い、取組状況や達成状
況の確認を行うなど、焦点化・継続した取組を進めている。

特徴的な活動

◆生徒による学習目標については、城南中として「育成を目指す資質・能
力」と関連付けられていることが大切。学校として目指す姿を具体的に生
徒に示して、自覚を促すようにすることが考えられる。

関係者の声

どの教室にも授業改善テーマを掲示

生徒とともに創る学習目標

リフレクションシート（英語科の例）

ICT活用


